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 鈴木庸平会員は, 地球表層の様々な環境における鉱物-水-生命相互作用, 特にウランの地球表層環境での輸送を支配しているウランの

酸化還元に関わるウラン鉱物の研究と，生命体と金属硫化鉱物の相互作用に関する研究において顕著な成果を挙げた。  
 ウラン鉱物に関して鈴木会員は，水に易溶性の 6 価ウランを含むが溶解度が非常に低いため沈殿し易くウランの輸送に影響を与える

と考えられるウラニルリン酸塩鉱物の含水量変化に伴う結晶化学的性質を明らかにした。さらに，ウランで汚染された水と堆積物中か

ら採集した微生物を培養し，鉱物学, 地球化学, 微生物学手法を駆使して，硫酸還元菌がウランを還元しナノメートルオーダーのウラニ

ナイト結晶を生体近傍に形成していること発見し，特定の微生物がウランを還元しウランの輸送に関し重要な役割を果たしている事を

初めて明らかにした。鈴木会員が 2002 年に Nature 誌に発表したナノメートルスケールでの微生物とウランの相互作用に関するこの研究

は, Nanogeoscience と呼ばれる新しい学問領域における重要課題の一つとなっている。これらの研究を遂行するに先だって，鈴木会員は

微生物とウランの相互作用に関する先行研究を大学院在籍中にまとめ，Reviews in Mineralogy に執筆している。 
 金属硫化鉱物に関しては，有人潜水艇「しんかい 6500」によって深海底熱水噴出域から採集されたチムニーを構成する金属硫化鉱物

の風化と微生物群集構造の相関性を調べ, 特定の微生物種が金属硫化鉱物の風化に関与していることを明らかにした。 また, インド洋

から発見された硫化鉄の鱗を持つスケーリーフット巻貝を地球化学・鉱物学的手法によりナノメートルスケールまで解析し, 硫化鉄の

形成過程や鱗の機能を解明した。  
 以上のように鈴木会員は鉱物-水-生命相互作用を鉱物学，地球化学，微生物学的な手法を統合して活発な研究活動を行ってきた。現在

ではさらに，陸域と海域の地下生命環境を対象として精力的に研究を進めており，今後の更なる活躍が期待される。よって，鈴木庸平

会員を日本鉱物科学会研究奨励賞受賞者として適格と認め，ここに推薦する。 
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